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今月のみどころ
・ 2 病院の経営統合に関する基
本協定を締結
・町の財政状況をお知らせ

【くらしのカレンダー】
・年末年始の業務案内
・ 増穂ふるさと自然塾プログラ
ム情報

よいしょっ！　そーれ！
（10月 21日第３回富士川町体育祭り秋季大会）



○
社
会
保
険
鰍
沢
病
院
と
市
川
三
郷

町
立
病
院
の
経
営
統
合
は
、
独
立
行

政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
施
設
整
理

機
構
か
ら
富
士
川
町
が
単
独
で
、
ま

た
は
市
川
三
郷
町
と
共
同
し
て
鰍
沢

病
院
を
取
得
し
、
併
せ
て
、
富
士
川

町
お
よ
び
市
川
三
郷
町
が
新
た
な
経

営
形
態
に
よ
り
鰍
沢
病
院
と
市
川
三

郷
町
立
病
院
の
一
体
的
な
管
理
運
営

を
実
施
す
る
。

○
峡
南
地
域
医
療
連
携
協
議
会
・
北

部
地
域
医
療
連
携
部
会
が
取
り
ま
と

め
た
「
峡
南
北
部
地
域
に
お
け
る
医

療
連
携
に
係
る
基
本
構
想
」
に
基
づ

き
、鰍
沢
病
院
を
基
幹
診
療
型
病
院
、

市
川
三
郷
町
立
病
院
を
総
合
診
療
型

病
院
と
し
て
運
営
す
る
。

○
富
士
川
町
お
よ
び
市
川
三
郷
町
は

平
成
26
年
4
月
1
日
に
新
た
な
経
営

形
態
に
よ
り
鰍
沢
病
院
お
よ
び
市
川

三
郷
町
立
病
院
を
経
営
統
合
し
た
う

え
で
新
規
に
開
院
す
る
た
め
の
実
現

に
向
け
最
善
の
努
力
を
す
る
。

○
基
本
協
定
の
締
結
後
、
開
院
ま
で

の
間
、
協
力
し
、
富
士
川
町
お
よ
び

市
川
三
郷
町
の
責
任
に
お
い
て
必
要

な
準
備
行
為
を
行
う
。

○
開
院
後
速
や
か
に
、
市
川
三
郷
町

立
病
院
の
建
て
替
え
を
含
む
施
設
の

整
備
・
改
修
等
の
方
針
に
係
る
協
議

を
行
う
。

○
開
院
か
ら
一
定
期
間
経
過
し
た
時

点
を
目
途
と
し
て
、
経
営
形
態
の
評

価
及
び
見
直
し
に
係
る
協
議
を
行

う
。

○
鰍
沢
病
院
及
び
市
川
三
郷
町
立
病

院
の
職
員
の
雇
用
関
係
に
つ
い
て
、

原
則
と
し
て
こ
れ
を
承
継
す
る
。

　
基
本
協
定
の
締
結
を
受
け
、
町
で

は
、
11
月
15
日
、
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
、
鰍
沢
病
院
の
譲
渡
要
望
を
、

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
、
厚
生
労
働
省
が
独
立
行
政

法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
整
理
機

構
（
R
F
O
）
に
対
し
て
鰍
沢
病
院

の
譲
渡
指
示
を
行
い
、
富
士
川
町
が

譲
渡
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
2
町
の
町
長
、
議
会
代
表
者
、
2

病
院
関
係
者
、
山
梨
県
、
山
梨
大
学

医
学
部
等
で
構
成
す
る
二
病
院
統
合

協
議
会
を
設
置
し
、
病
院
の
経
営
形

態
、
名
称
、
職
員
の
処
遇
、
財
務
会

計
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

10
月
31
日
、
富
士
川
町
と
市
川
三
郷
町
は
、
山
梨
県
知
事
及
び
山
梨
大
学
附
属
病

院
長
立
会
い
の
も
と
、
社
会
保
険
鰍
沢
病
院
と
市
川
三
郷
町
立
病
院
の
経
営
統
合
に

関
す
る
基
本
協
定
書
の
締
結
を
山
梨
県
庁
で
行
い
ま
し
た
。

社
会
保
険
鰍
沢
病
院
と
市
川
三
郷
町
立
病
院
の

経
営
統
合
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

企
画
課
病
院
設
置
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
☎
22
│
7
2
1
6

基
本
協
定
書
の
主
な
内
容

社
会
保
険
鰍
沢
病
院
と
市
川
三
郷
町
立
病
院
の

経
営
統
合
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

経
営
統
合
に
向
け
て

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣

に
譲
渡
を
要
望 基本協定締結式

厚生労働大臣あてに要望書を提出
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　住民基本台帳の閲覧制度は、平成18年11月1日の住民基本台帳法改正により年1回以上の閲覧状況の公開が
義務付けられました。
　住民基本台帳法第11条の2第12項に基づき、平成23年11月1日から24年10月30日までの閲覧状況を公
表します。
【問い合わせ】町民生活課戸籍担当☎22－7208

閲覧の
年月日 閲　　覧　　者 閲覧者に閲覧の

委託をした者 利用の目的の概要 閲覧に係る
住民の範囲

閲覧
件数

平成23年
12月 6日

株式会社　帝国データバ
ンク甲府支店
支店長　長谷川　徹

山梨県知事 「県民健康づくり実践実況調
査」実施のための対象者抽出

町内全域
20歳以上の男女 39名

12月 8日

八千代エンジニヤリング
株式会社　総合事業本部
代表取締役副社長事業本
部長　星野　武司

山梨県知事
「リニア開業に関するアン
ケート」実施のための対象者
抽出

町内全域
20歳以上の男女 165名

12月26日
株式会社　サーベイリ
サーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗

日本放送協会
「テレビ放送に関するアン
ケート調査」実施のための対
象者抽出

長澤・平林・箱原
・柳川地区
16歳以上の男女

24名

平成24年
 1月25日

株式会社　流通研究所
代表取締役　釼持　雅幸 山梨県知事 「人権に関する県民意識調

査」実施のための対象者抽出
町内全域
20歳以上の男女 60名

 1月27日 自衛隊山梨地方協力本部
長　森　純一郎 防衛省 自衛官募集事務に係る適齢者

の抽出

町内全域
平成6年4月2日か
ら平成7年4月1日
までの間に生まれ
た者

210名

 5月23日 株式会社　サーベイリ
サーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗

国土交通省
「富士川環境整備事業事業評
価に関するアンケート調査」
実施のための対象者抽出

町内全域
20歳以上の男女

126名

 6月19日 55名

 6月21日
社団法人　新情報セン
ター
事務局長　平谷　伸次

内閣府大臣官
房政府広報室

「生涯学習に関する世論調
査」実施のための対象者抽出

鰍沢地区
20歳以上の男女 11名

 7月 3日 富士川町役場
子育て支援課 山梨県知事

「やまなし子育て支援プラン
後期計画に係る県民アンケー
ト調査」実施のための対象者
抽出

町内全域
平成24年4月1日
現在、就学前児童
及び就学児童をも
つ世帯

80世帯

 7月 5日
公益財団法人　山梨総合
研究所
理事長　渡邉　利夫

山梨県知事 「県民意識調査」実施のため
の対象者抽出

町内全域
20歳以上の男女 40名

 8月22日 山梨県教育庁社会教育課
青少年保護育成担当

「青少年の意識と行動に関す
る調査」実施のための対象者
抽出

町内全域
平成24年4月1日
現在18歳から30
歳までの男女

34名

住民基本台帳閲覧状況の公表
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平
成
24
年
9
月
末
日
ま
で
の
町
の
予
算
執
行
及
び
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
の
皆
さ
ん
に
収
め
て
い
た
だ
く
税
金
な
ど
の
収
入
の
様
子
や
、

収
入
を
財
源
と
し
て
行
う
支
出
の
様
子
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
町
が
所

有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
の
状
況
や
借
入
金
の
現
在
高
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

平成 24年度会計別財政状況（平成 24年 9月末現在）※繰越を含む
（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）
一般会計 7,553,668 3,771,392 49.93 7,553,668 2,421,883 32.06
特別会計 5,243,345 1,612,336 30.75 5,243,345 1,961,274 37.41

国民健康保険 1,813,420 577,026 31.82 1,813,420 691,601 38.14
後期高齢者医療 354,451 56,261 15.87 354,451 178,659 50.40
介護保険事業 1,719,450 703,211 40.90 1,719,450 705,549 41.03
介護サービス事業 113,850 39,778 34.94 113,850 54,723 48.07
奨学金 720 1,728 240.00 720 0 0.00
簡易水道事業 165,833 33,677 20.31 165,833 61,137 36.87
下水道事業 857,657 99,537 11.61 857,657 181,842 21.20
営農飲雑用水事業 3,685 1,535 41.66 3,685 1,575 42.74
箱原農業集落排水事業 14,570 1,481 10.16 14,570 5,797 39.79
鹿島財産区 50 49 98.00 50 0 0.00
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 505 86 17.03 505 0 0.00
活性化事業 197,187 95,792 48.58 197,187 79,462 40.30
峡南地区ことばの教室共同設置 1,083 1,216 112.28 1,083 515 47.55
峡南地区充指導主事共同設置 884 959 108.48 884 414 46.83

企業会計財政状況（平成 24年 9月末現在）
（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）

水道事業
収　益　的 164,407 69,073 42.01 161,346 35,222 21.83
資　本　的 15,510 2,688 17.33 121,546 15,704 12.92

町税収入状況 単位：千円
科　　目 予 算 額 収入済額 率（％）

町民税 625,909 402,798 64.35
固定資産税 542,375 431,724 79.60
町たばこ税 91,484 42,438 46.39
都市計画税 81,737 69,409 84.92
その他 43,702 41,925 95.93

計 1,385,207 988,294 71.35

▲町内小中学校にエアコンを設置

■一般会計予算執行状況（平成 24年 9月末現在）
収入 ［単位：千円・％］

名　　　称 予算現額 収入済額 執行率
町税 1,385,207 988,294 71.35
地方譲与税 63,638 21,223 33.35
地方消費税交付金 107,549 80,256 74.62
自動車取得税交付金 17,811 6,369 35.76
地方特例交付金 4,674 6,572 140.61
地方交付税 2,209,413 2,121,466 96.02
分担金・負担金 111,125 50,895 45.8
使用料・手数料 106,859 54,541 51.04
国庫支出金 705,285 168,993 23.96
県支出金 450,473 49,710 11.04
繰入金 1,215,382 0 0.00
繰越金 176,112 185,468 105.31
諸収入 77,166 20,077 26.02
町債 911,600 10,800 1.18
その他 11,374 6,728 59.15
歳入総額 7,553,668 3,771,392 49.93
支出

名　　　称 予算現額 支出済額 執行率
議会費 91,605 48,350 52.78
総務費 882,379 377,658 42.8
民生費 2,170,310 656,096 30.23
衛生費 664,877 245,696 36.95
農林水産業費 301,892 80,631 26.71
商工費 118,729 42,492 35.79
土木費 1,217,165 158,366 13.01
消防費 401,256 178,133 44.39
教育費 753,079 373,385 49.58
公債費 844,334 236,573 28.02
諸支出金 9,691 0 0.00
その他 98,351 24,504 24.91
歳出総額 7,553,668 2,421,884 32.06

平成 24年度
9月末現在

町
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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　基金は、一般家庭でい
う貯金です。
　いざというときに使う
ことができる財政調整基
金は、9月末現在で約9
億3千万円あります。こ
の基金は、将来の不測の
事態に対応できるように
蓄えておく必要がありま
す。その他の基金は、そ
れぞれの目的にしたがっ
て積み立てや運用、取り
崩しを行っています。
　全会計の基金を集める
と約32億 1千万円あり
ます。

　借入金は、なるべく少ないのが
理想です。しかし、一般家庭にお
いてもローンを組んだりしなが
ら、計画的に高額の買い物をする
ことがあります。町の財政運営も
同じように資金計画を立てて、借
入をしています。
　これは、長く利用できる施設な
どの建設費の世代間負担の公平性
を図るという点からも有効な手だ
てといえます。
　現在の借入金は、一般会計では、
約72億6千万円、特別会計・企
業会計で、約63億7千万円となり、
借入金残高の合計は、約136億3
千万円となっています。

基金（積立金）町債（借入金）
平成 24年度町債未償還額

（平成 24年 9月末現在）
単位：円

目　　　的　　　別

一　
　

般　
　

会　
　

計

一 般 公 共 事 業 593,923,982
義務教育施設整備 480,132,518
一 般 単 独 事 業 280,597,797
辺 地 対 策 事 業 149,852,618
道 路 整 備 事 業 567,461,575
公営住宅建設事業 266,353,921
災 害 復 旧 事 業 54,633,151
減 税 補 て ん 238,918,184
減 収 補 て ん 42,550,284
臨 時 財 政 対 策 2,778,233,773
合 併 推 進 144,240,000
過 疎 対 策 事 業 1,184,080,695
そ の 他 477,715,489

計 7,258,693,987
上 水 道 事 業 342,162,611
簡 易 水 道 事 業 1,145,745,000
営 農 飲 雑 用 水 事 業 12,385,979
下 水 道 事 業 4,723,439,509
箱原農業集落排水事業 96,572,575
国 民 健 康 保 険 45,578,664

町有財産財政状況（平成 24年 9月末現在）
町 有 財 産

土地 948,043 ㎡
山林 520,364 ㎡
分収林 94,900 ㎡
建物 98,723 ㎡
車輌 78台
有価証券 0円
出資による権利 245,937,000 円

土地開発基金
土地 24,685.53 ㎡
その他 245,155,311 円

基　　　　　　　　　　　金
財政調整基金 935,518,000 円 中山間ふるさと水・土保全対策基金 54,829,000 円
減債基金 611,280,000 円 町営住宅整備基金 14,755,000 円
公共施設整備等事業基金 965,323,000 円 国民健康保険財政調整基金 24,175,000 円
町営バス基金 2,147,000 円 介護保険給付費支払準備基金 129 円
ふれあい基金 29,094,000 円 簡易水道事業財政調整基金 3,704,000 円
人づくり基金 10,917,000 円 営農飲雑用水事業財政調整基金 680,000 円
奨学基金 33,607,000 円 箱原農業集落排水事業財政調整基金 543,000 円
地域福祉基金 269,266,000 円 鹿島財産区基金 542,000 円
環境整備基金 2,843,000 円
物品調達基金 3,000,000 円

［10月分］　
工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）

（消費税抜き） 落 札 業 者
本町地区簡易水道固定資産整理業務及び経営統合シュミレーション作成委託 鰍 沢 3,650,000 オリジナル設計㈱山梨事務所
富士川右岸まちづくり基本方針検討業務委託 町 内 1,800,000 ㈱エイト日本技術開発山梨事務所
富士川右岸現況測量業務委託 鰍 沢 800,000 ㈱ケイ・データエンジニア
鰍沢中学校屋内運動場屋根改修工事 鰍 沢 45,400,000 ㈱ ス ギ タ 建 工
下水道工事に伴う舗装復旧工事（その 1） 天 神 中 条 7,000,000 丸 浜 舗 道 ㈱
分庁舎温水ボイラー取替工事 鰍 沢 2,148,000 高 橋 商 事 ㈲
町道馬門 1号線配水管布設替工事 最 勝 寺 4,100,000 ㈱ 大 久 保 管 工
十谷観光駐車場擁壁補強工事 十 谷 19,350,000 ㈲ 川 口 工 務 所
町道土録 1号線水路改修工事 小 室 2,200,000 井 上 建 設 ㈱
町道小林 10 号線水路改修工事 小 林 2,075,000 源 工 業 ㈱
町道鬼島通学線道路改良工事 鰍 沢 3,740,000 栄 建 設 工 業 ㈱
町道平林隧道線災害復旧工事 平林・𣇃米 7,250,000 ㈱ 三 興 建 設
町道上高下 2号線災害復旧工事 高 下 1,120,000 井 上 建 設 ㈱
1/368 新梨（田）農地災害復旧工事 平 林 840,000 ㈱ 三 興 建 設
2/368 岩下（田）農地災害復旧工事 平 林 395,000 ㈱ 三 興 建 設
3/368 仙洞田（田）農地災害復旧工事 高 下 430,000 井 上 建 設 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す
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日時：平成25年 1月 19日（土）・20日（日）
場所：富士川町ますほ文化ホール広場

　
11
月
4
日
（
日
）
に
、
ま
す
ほ

文
化
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
国

民
文
化
祭
和
太
鼓
の
祭
典
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
梨
県
ふ
る
さ
と
太

鼓
ま
つ
り
と
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
主
催
事
業

と
な
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
来

年
開
催
の
本
番
に
向
け
て
、
機
運

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
5

団
体
、
一
般
の
部
に
8
団
体
が
出

場
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。

◆
国
文
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
こ
の
日
、
一

般
か
ら
募
集
し
ま
し
た
国
文
祭
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
、
受
付

な
ど
会
場
内
の
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

　
富
士
川
町
教
育
委
員
会

　
国
民
文
化
祭
推
進
室

　
☎
22
│
5
3
6
1
ま
で

和
太
鼓
の
祭
典

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催

◆祭典横丁イベントひろばのご案内
　国民文化祭「和太鼓の祭典」と同時開催！

やまなし国文祭からのお知らせ

和
太
鼓
の
祭
典

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
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「
左
折
し
た
か
ら
命
が
助
か
っ
た
ん

で
す
。
も
し
、右
折
し
て
い
た
ら
…
」

「
3
・
11
の
あ
の
時
、
日
常
が
な
く

な
っ
た
ん
で
す
。」

　
こ
れ
は
、
10
月
26
日
か
ら
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
た
日
本
女
性
会
議
の
後

計
画
さ
れ
た
、『
お
ん
な
の
語
り
場
』

で
の
被
災
者
の
言
葉
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
す
で
に
1
年

7
か
月
経
っ
て
い
ま
す
が
、
復
旧
・

復
興
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
翌
日
、
石
巻
市
の
被

災
地
を
市
議
会
議
員
の
案
内
で
見
て

回
り
、
災
害
の
規
模
の
大
き
さ
に
た

だ
呆
然
と
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
し

た
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
を
通
し
て
被
害

の
状
況
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
現
実
は
想
像
を
絶
す
る

も
の
で
し
た
。『
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
』
で
す
。
実
際
に
現
地
を
見
た

り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
体
験
談

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
自
然
が
持
つ

破
壊
力
に
打
ち
震
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
被
災
さ
れ
た
人
々
の
生
活
の
大

変
さ
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
わ
ず
か
2
時
間
く
ら
い
の
計
画
停

電
で
さ
え
不
平
を
言
っ
て
い
た
私

は
、自
分
を
恥
じ
ま
し
た
。電
気
も
水

も
ガ
ス
も
な
い
状
態
が
何
日
間
も
続

く
中
で
の
生
活
、
避
難
所
で
の
寒
さ

と
余
震
に
震
え
な
が
ら
の
生
活
、
着

替
え
の
場
所
も
な
い
よ
う
な
女
性
へ

の
配
慮
を
欠
い
た
避
難
所
の
実
態
な

ど
、
多
く
の
問
題
点
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
な
ど
へ

の
心
の
ケ
ア
の
必
要
性
な
ど
も
…
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
の
中
で
も
、
被
災
地
の
人
々
は
こ

の
困
難
を
何
と
か
乗
り
越
え
よ
う
と

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
国
内
は
も
と

よ
り
、
多
く
の
海
外
か
ら
の
支
援
も

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
被

災
地
へ
の
関
心
を
い
つ
ま
で
も
持
ち

続
け
、
で
き
る
支
援
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

　
生
か
す
た
め
に

・ 

平
時
に
で
き
な
い
こ
と
は
、
災
害

時
に
は
な
お
さ
ら
で
き
な
い
。
日

常
の
備
え
が
大
事
。

・ 

実
際
の
防
災
・
復
興
計
画
は
、
生

活
の
立
て
直
し
が
主
体
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
活
を
担
う
女

性
の
発
言
が
必
要
。
防
災
会
議
や

避
難
所
の
運
営
・
復
興
計
画
の
立

案
過
程
な
ど
、
意
思
決
定
の
場
に

女
性
の
参
画
を
！

　
商
業
施
設
や
公
共
施
設
に
設
置
さ

れ
た
障
害
者
用
駐
車
場
に
、
障
害
の

な
い
方
が
駐
車
す
る
た
め
、
障
害
の

あ
る
方
か
ら「
車
が
止
め
ら
れ
な
い
」

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
利
用
証（
パ
ー

キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
）
を
交
付
し
、

障
害
者
用
駐
車
場
（
思
い
や
り
駐
車

区
画
）
の
利
用
可
能
な
方
を
明
確
に

し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
本
当
に
思
い

や
り
駐
車
区
画
を
必
要
と
し
て
い
る

方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
、
本
町
で
も
公
共
施
設
の
障
害
者

用
駐
車
場
に『
思
い
や
り
駐
車
区
画
』

を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
障
害

の
な
い
方
が
、
障
害
者
用
駐
車
場
へ

駐
車
す
る
こ
と
を
な
く
し
、
山
梨
に

住
ん
で
い
る
方
々
が
思
い
や
り
の
心

を
持
ち
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

◆
利
用
証
の
交
付
対
象
者

　
身
体
障
害
の
あ
る
方
、
知
的
障
害

の
あ
る
方
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
、

発
達
障
害
の
あ
る
方
、
難
病
患
者
、

妊
産
婦
、
ケ
ガ
人
で
利
用
証
の
交
付

基
準
に
該
当
す
る
者
。

※ 

障
害
等
の
程
度
に
よ
り
該
当
し
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
利
用
証
の
申
請
・
交
付
窓
口

　
県
障
害
福
祉
課
、
県
保
健
福
祉
事

務
所
、
町
福
祉
保
健
課

◆
利
用
で
き
る
施
設

　

県
や
市
町
村
な
ど
の
公
的
施
設
、

県
と
協
定
を
締
結
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
民
間
施
設

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
障
害
福
祉
課

　
☎
0
5
5
│
2
2
3
│
1
4
6
0

　
福
祉
保
健
課

　
☎
22
│
7
2
0
7

百聞は一見に如かず
～被災地から～

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

▶
利
用
証
（
見
本
）

見　本

駐
車
は
思
い
や
り
の
心
と
と
も
に

駐
車
は
思
い
や
り
の
心
と
と
も
に

「
や
ま
な
し
思
い
や
り
パ
ー
キ
ン
グ
制
度
」
が

は
じ
ま
り
ま
す

▲思いやり駐車区画
（役場本庁舎前）

◀思いやり駐車区画
　目印のカラーコーン
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鮫田　　楓ちゃん
5歳

（大椚）

　クリスマス会に
向けてリースを作
りました。飾りが
ポワンとなるよう
にしました。クリ
スマス会がとても
楽しみです☆

　来年1月19日・20日に開催される「やまなし国民
文化祭～和太鼓の祭典」に出演される「まほらの郷鷹
座巣小林八幡太鼓」の活動についてお伺いしました。

■太鼓を始めたキッカケは？
　今から12年前、子どもが小学1年生のときに小林地
区に移住しました。私どもが移住した1年前に小林八幡
太鼓の愛好会が発足しており、小林八幡太鼓のことは区
の回覧で知りました。最初は子どもが太鼓を始めました
が、子どもの付き添いで通っているうちに小林八幡太鼓
に魅了されて入ることになったのがきっかけです。私が
入った当時は大人、子ども合わせて15人くらいの団体
で、子どもと大人が別れて練習をしていました。最初か
ら本物の太鼓を叩かせてもらえた訳ではなく、太鼓の数
も十分に揃ってなかったので、最初は机の上にのせたタ
イヤを叩き、リズムや技術などを習得しました。当時の
会員は小林区在住の方がほとんどでしたが、今では南ア
ルプス市、甲斐市などの町外の方も参加されています、
また、地域からの支援もあり、今では太鼓などの数も当
時と比べ充実し大変感謝しております。

■来年の国文祭に向けて
　小林八幡太鼓は地域の方々からのご支援・ご協力や私
どもの演奏を見ていただいているお客様などに育ててい
ただいてきました。今回、国民文化祭に山梨県を代表し
て出場できることは大変誇りであり、また、その舞台で
最高の演奏をすることによって、今まで支えていただい
たすべての方々に恩返しをしたいです。

■「まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓」からのお知らせ
　太鼓に興味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、下
記にて見学ができますのでお気軽にご連絡ください。
日　時：毎週　水曜日・土曜日　午後7時～
場　所： 落合創造館アミカル（南アルプス市）もしくは

大法師公園センターハウス（富士川町）
対　象：町内・町外・お子様・大人どなたでも。
連絡先：090－3006－2623（代表：深沢）

土橋　昭仁さん（小林）
～地域伝承の鼓動を全国に響かせたい～

◇富士川町をどう思いますか？
　自然が豊かであり、また、地域の方々が様々な行事に参加し
ていますので、地域の結びつきがとても強いなと感じました。
◇富士川町に期待することは？
　ジェフ千葉の深井正樹選手、大宮アルディージャの長谷川
悠選手、ヴァンフォーレ甲府の柏好文選手などのプロサッ
カー選手を輩出している街なので、今後は芝生のサッカー場
を建設してもらいたいです。
◇ご趣味、好きなスポーツは？
　好きなスポーツはサッカーです。プレイするのも、見るの
も好きです。ヴァンフォーレ甲府の試合はJ1に参入した当
初から観戦しています。また、子どもたちにサッカーを教え
ることもあるので、これからは、サッカーについてもっと勉
強していきたいと思っています。
◇将来の目標は？
　地域に貢献できるようなことをやっていけたらいいなと
思っています。
◇何かアピールしたいことは？
　増穂ふるさと自然塾では、さまざまな自然体験プログラム
を実施していますので、興味のある方は、ぜひ、ご応募くだ
さい。

【
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
】

伊藤　淳一  23歳
［増穂ふるさと自然塾勤務］
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【第3回　富士川町駅伝大会】（11月11日（日））
支部対抗の部 優勝　天神中条
中学校男子の部 優勝　増中駅伝部
中学校女子の部 優勝　増中駅伝部
一般の部 優勝　セカンドウィンズ
招待の部 優勝　市川三郷体協

※各部門の成績については、
　回覧により報告します。

【
短　

歌
】

刈
り
終
へ
し
広
き
田
圃
に
夕
日
差
し
ス
ズ
メ
数
羽
が
餌
拾
ひ
ゐ
る

 

竹
ノ
内
み
さ
ほ

暮
れ
ま
で
に
移
植
終
は
ら
む
白
菜
の
穴
を
掘
り
ゆ
く
等
間
隔
に

 

堀
之
内
と
し
子

娘こ

ら
と
来
し
富
士
五
合
目
の
眼
の
線
に
沈
み
ゆ
く
日
を
黙
し
み
て
を
り

 

矢
崎　

美
代

【
俳　

句
】

枯
れ
ん
と
て
石
垣
に
寄
る
い
ぼ
む
し
り 

矢
崎　

節
子

山
茶
花
や
径
の
石
く
れ
み
な
仏 

樋
口　

易
子

主
の
居
ぬ
山
廬
の
軒
の
秋
風
鈴 

山
本　

達
雄

【
川　

柳
】

此
の
子
等
の
明
日
へ
撰
ぶ
花
の
種 

井
上　

清
子

孫
が
来
て
錆
び
た
笑
い
に
油
さ
す 

青
栁　

浩
仁

夢
に
出
る
亡
妻
は
な
ん
に
も
し
ゃ
べ
ら
な
い 

川
口　

昌
通

【ソフトボール】
平成24年度　富士川町ナイターリーグ
A級優勝 ウィングス
B級優勝 D
C級優勝 最勝寺球親会A
D級優勝 役場バッファローズ

年末年始の休館日
2012 2013
12/29（土）～  1/3（木）

【秩父宮章受賞】
　宮澤　千秋さん（青柳町）

　岐阜国体において長年
にわたる日本陸上競技連
盟への貢献により、「秩父
宮章」を受賞されました。

【ヴァンフォーレ甲府がJ2リーグを優勝】
　山梨県下全27市町村がホームタウン（本拠地）と
して支援し、また、富士川町在住の柏好文選手（MF）
が在籍している「ヴァンフォーレ甲府」がサッカーJ2
のリーグ戦を制し、見事1年でのJ1復帰を果たしま
した。また、連続無敗記録を24試合に延ばし、J2記
録を更新しました。

写真提供：㈱ヴァンフォーレ甲府 優勝を喜ぶ柏好文選手

よいお年をお迎えください。

クリス
マスの本

『まるごとクリスマス』
『たのしいクリスマステーブル』
『パーティークッキング』

『サンタクロースはきっとくる』
『かがやく星のもとに』

『聖ニコラスがやってくる！』
『ぴったりのクリスマス』
『からっぽのくつした』

『クリスマスってなあに？』
『しずかなクリスマスのほん』　など
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

おはなし会　1月 12日（土）11：00～

特集
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■
12
月
9
日
（
日
）
午
後
2
時

年
忘
れ
・
ま
ほ
ら
の
森
笑
劇
場

「
〜
シ
ネ
マ
落
語
〜
立
川
志
ら
く
」

　

立
川
一
門
の
エ
ー
ス
・
立
川
志

ら
く
が
、
大
好
き
な
映
画
を
題
材

に
、
古
典
落
語
と
有
名
な
映
画
作
品

を
コ
ラ
ボ
さ
せ
て
高
座
で
熱
演
し
ま

す
！

●
指
定
席
3
，0
0
0
円（
文
化
ホ
ー

ル
友
の
会
・
5
名
以
上
の
団
体
＝

2
，8
0
0
円
）
未
就
学
児
不
可
。

■
平
成
25
年
1
月
14
日
（
祝
・
月
）

　
午
後
2
時

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア

「
2
0
1
3
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」

（
共
催
事
業
）

●
自
由
席
・
7
0
0
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

　

町
の
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と

な
っ
た
幼
児
か
ら
大
学
生
ま
で
の
メ

ン
バ
ー
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
集

大
成
と
し
て
開
催
す
る
合
唱
の
演
奏

会
で
す
。
今
回
は
、
ゲ
ス
ト
に
鰍
沢

ば
や
し
保
存
会
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
篠
笛
や
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

■
平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）・
27

日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
後
0
時
〜

甦
る
不
朽
の
名
作

「
日
本
映
画
名
作
選
i
n
富
士
川
」

　

恒
例
の
な
つ
か
し
の
昭
和
の
名

作
・
日
本
映
画
上
映
会
で
す
。
今
回

は
、
喜
劇
映
画
作
品
の
特
集
で
す
。

お
楽
し
み
に
！

●
自
由
席
・
5
0
0
円
（
1
日
2
作

品
上
映
）当
日
券
の
み（
前
売
な
し
）

上
映
作
品

○ 

1
月
26
日
「
本
日
休
診
（
松
竹
大

船
・
昭
和
27
年
）」「
駅
前
旅
館（
昭

和
33
年
・
東
京
映
画
）」

○ 

1
月
27
日
「
ニ
ッ
ポ
ン
無
責
任
時

代
（
東
宝
・
昭
和
37
年
）」「
喜
劇・

女
は
男
の
ふ
る
さ
と
ヨ
（
松
竹
・

昭
和
46
年
）」

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
ホ
ー
ル
☎
22
│
8
8
1
1

　
つ
く
た
べ
か
ん
食
事
処
（
み
み
の

里
）
で
は
、
秋
冬
限
定
で
「
ゆ
ず
み

み
」
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
富
士
川
町
特
産
の
「
ゆ
ず
」
を
み

み
の
生
地
に
練
り
込
み
、
今
ま
で

の
み
み
に
ゆ
ず
の
風
味
が
と
て
も

合
っ
て
い
て
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
日
出
づ
る
里
活
性
化
組

合
の
商
品
「
ゆ
ず
胡
椒
」
や
、「
ゆ

ず
七
味
」
を
添
え
て
お
出
し
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

◆
つ
く
た
べ
か
ん

　
☎
20
│
2
0
2
0

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
富
士
川
が

開
設
さ
れ
て
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
に
は「
ま
か
せ
て
会
員
」

「
お
ね
が
い
会
員
」
の
交
流
会
を
実

施
し
、
6
家
族
20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
豚
汁
を
作

り
、
子
育
て
に
つ
い
て
な
ど
日
頃
感

じ
て
い
る
こ
と
を
語
り
合
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
存
在
を
知
ら
な
い
、
ま
た
は

登
録
は
し
て
い
て
も
依
頼
を
た
め

ら
っ
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

も
っ
と
気
軽
に
利
用
で
き
、そ
し
て
、

地
域
の
中
で
世
代
を
超
え
て
、
温
か

な
交
流
と
支
え
合
い
が
築
か
れ
ま
す

よ
う
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
│
0
8
0
9

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

「ゆずみみ」
はじめました

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
富
士
川
」

☆
開
設
1
周
年
☆

▲ 2012 年定期演奏会の様子

▲「ニッポン無責任時代」
昭和 37年東宝映画
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朝
晩
冷
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た

ね
。
周
り
で
咳
を
し
た
り
、
鼻
声
の

人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
今
年
は
平
年
に
比
べ
て
マ
イ
コ
プ

ラ
ズ
マ
肺
炎
の
患
者
数
が
3
・
8
倍

に
急
増
し
て
い
ま
す
。『
風
邪
は
万

病
の
も
と
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

症
状
が
軽
い
う
ち
に
適
切
な
対
応
を

し
、
こ
じ
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

☆
風
邪
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
で

す
。
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
は
R
S
ウ
イ

ル
ス
を
は
じ
め
2
0
0
種
類
以
上
あ

り
ま
す
。
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
に
有
効

な
お
薬
も
あ
り
ま
す
の
で
、
き
ち
ん

と
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
風
邪
は
く
し
ゃ
み
や
咳
を
し
た
時

に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
を

漂
っ
て
感
染
し
ま
す
。
咳
や
く
し
ゃ

み
の
症
状
が
あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
症
状
が
回
復
し
て
か
ら
外
出

す
る
な
ど
、
感
染
が
広
が
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、飛
び
散
っ

た
ウ
イ
ル
ス
は
手
に
付
く
こ
と
が
多

い
の
で
、
大
勢
の
人
が
触
る
所
を
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
す
る
こ
と
も
予
防
に

有
効
で
す
。

☆
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
し
た
空
気
を
好

み
、
湿
気
に
は
弱
い
の
で
湿
度
を

40
〜
60
％
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
定
期
的
に
部
屋
の
換
気
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
予

防
注
射
を
受
け
る
こ
と
で
感
染
を
予

防
で
き
、
ま
た
感
染
し
て
も
症
状
が

軽
く
済
み
ま
す
。

　

手
洗
い
、
う
が
い
は
予
防
の
基

本
で
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
時
は
必
ず

う
が
い
を
す
る
習
慣
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

風
邪
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　
富
士
川
町
の
特
産
品
の
ひ
と
つ
に

「
ゆ
ず
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ゆ
ず
は
、
日
当
た
り
が
良
い
場
所

で
育
ち
、
寒
さ
に
強
い
果
実
で
す
。

　

穂
積
地
域
（
小
室
・
高
下
地
区
）

で
は
、
日
当
た
り
が
良
い
南
向
き
の

山
の
斜
面
を
利
用
し
て
、
古
く
か
ら

ゆ
ず
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
11
月
〜
12
月
が
出
荷
の

最
盛
期
を
向
か
え
ま
す
の
で
、
今
が

「
旬
」
の
食
材
と
い
え
ま
す
。

　
ゆ
ず
は
調
味
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
ゆ
ず
味
噌
や
ゆ
ず

も
ち
な
ど
を
作
る
際
に
は
果
汁
や
す

り
お
ろ
し
た
皮
を
使
用
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
富
士
川
町
の
特
産
品

で
あ
る
「
ゆ
ず
」
を
使
っ
て
、
ゆ
ず

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
の
こ
ろ
よ

り
冬
至（
今
年
は
12
月
21
日
）に「
ゆ

ず
」
を
浮
か
べ
た
湯
舟
に
入
浴
す
る

習
慣
が
あ
り
、「
ゆ
ず
風
呂
」
と
し

て
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
ず
風
呂
に
入
れ
ば
風
邪
を
引

か
な
い
」「
湯
冷
め
を
し
な
い
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
「
ゆ
ず
風
呂
」
に

入
っ
て
、
冬
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し

ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
ず
風
呂
】

　
ゆ
ず
を
そ
の
ま
ま
お
風
呂
に
2
〜

3
個
入
れ
る
。
ま
た
、
ゆ
ず
を
輪
切

り
に
し
た
も
の
を
5
〜
6
枚
、
布
袋

に
入
れ
入
浴
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。

※ 

ゆ
ず
風
呂
用
の
ゆ
ず
を
販
売
し
て

い
る
販
売
所
も
あ
り
ま
す
。

今月は、輿石保健師です。

今月は農林振興課
農林振興担当です
☎ 22－7214

富
士
川
町
特
産
品
「
ゆ
ず
」
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

食
材
以
外
で
の

ゆ
ず
の
利
用
法

ゆず味噌の作り方
【材　料】
ゆず ……… 2個
味噌 ………200g
砂糖 ……… 20g
みりん …… 40g

①　ゆずに穴をあけ、一晩水に浸す。
② 　ゆずは皮をすりおろし半分に切り、し
ぼり汁をとる。
③ 　鍋に味噌、砂糖、みりんを合わせ火に
かけ、弱火で練り上げゆず汁を加え、最
後にすりおろした皮を加え、よく混ぜ火
を止める。
④ 　密封した容器に入れ冷蔵庫で保存する
と3ヶ月位は香りが保てます。
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秋の町政バスを開催
　10 月 31 日（水）、町内の観
光施設などを見学する「見よう
学ぼう町政バス」が開催されま
した。当日は「つくたべかん」
において十谷地区郷土料理の
「みみ」作り体験やラ・フラン
ス農家を訪れるなど秋の味覚を
楽しみました。

　10 月 30
日（火）、富
士川町役場に
て、鰍沢中部
小学校の児童
が育てた菊花
が贈呈されま
した。

中部小から菊花を贈呈！

甲州富士川まつり開催！
　11 月 11 日
（日）、利根川公
園において第 3
回甲州富士川ま
つりが開催され
ました。

増小で総合防災訓練
　11 月 14 日（水）、増穂小
学校において、秋季全国火災
予防運動の一環として、総合
防災訓練が行われました。当
日は避難訓練、放水訓練、ド
クターヘリ着陸訓練などが行
われました。

増商・赤ちゃん抱っこ体験
　10月 9、12、15日、増穂商
業高校にて「思春期体験学習」
が行われ、増穂商業高校 3 年
生 127 名が妊婦体験、赤ちゃ
んの抱っこ、赤ちゃんのおむつ
替えなどを体験しました。

体育祭り秋季大会開催！
　10 月 21 日（日）、利根川公園
スポーツ広場において、富士川町
体育祭り秋季大会が開催されま
した。大会当日はロンドンオリン
ピックに出場した佐野夢加選手が
聖火ランナーとして登場しまし
た。

ますほワールドグルメプラザ
　10月 28日（日）、
ますほ児童センター
前にて第 17 回ます
ほワールドグルメプ
ラザが開催され、来
場者は世界各国の料
理を堪能しました。

朝市一周年フェスタ
　10 月 28 日
（日）、富士川町
朝市よりみちマー
ケット「一周年
フェスタ」が開催
されました。

NEWS 12 月 16 日（日）は衆議院議員選挙です。
～私たちの意思を政治に反映させる大事な機会です。みなさん、投票に行きましょう！～
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募集種目 資　　　　格 受付期間 試験期日 入（校）隊 待遇・その他

防
衛
大
学
校
学
生

一
般（
後
期
）

高卒（見込含）21歳未
満の者
（自衛官は23歳未満）

H25年1月23日
〜

H25年2月1日

1次試験
H25年3月2日
2次試験
H25年3月15日

H25年
4月上旬

修学年限4年
卒業後1年で3
等陸・海・空尉

高
等
工
科
学
校
生
徒

推　
　

薦

男子で中卒（見込含）
17歳未満の、成績優秀
かつ生徒会活動等に顕
著な実績を納め学校長
が推薦できる者

H24年11月1日
〜

H24年12月7日

H25年
1月12日～14日
※ いずれか1日
を指定されま
す。 H25年

4月上旬
修学年限3年
卒業後は陸士長

一　
　

般

男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

H24年11月1日
〜

H25年1月7日

1次試験
H25年1月19日
2次試験
H25年2月2日～
H25年2月5日

賃
費
学
生

技　
　

術

大学の理学部、工学部
の3・4年次または大学
院（専門職大学院を除
く）修士課程在学（正
規の修業年減を終わる
年の4月1日現在で26歳
未満（大学院修士課程
在学者は28歳未満）

H24年12月1日
〜

H25年1月11日
H25年1月26日 卒業後

（修了）

4月分から正規
の修行年限を終
わる月まで毎月
54,000円貸与

予
備
自
衛
官
補

一
般 18歳以上34歳未満の者

H25年1月中旬
～
※詳細未定

※ 1日を指定さ
れます。 未定

階級は指定しな
い
教育訓練召集手
当日額7,900円
所定の教育訓練
を修了した後予
備自衛官として
任用

技　
　

能

18歳以上で国家免許資
格等を有する者
（資格により53歳未満
～55歳未満の者）

◆問い合わせ先
　自衛隊　南アルプス募集センター　☎ 055－283－5150

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　深澤鉄男様（長沢）
　亡父、昭様のご遺志により、町の振興のために
一金　　10 万円　深澤百合様（最勝寺）
　亡父、歳一様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　2万円　首都圏増穂会合唱団様
　町の振興のために
一金　　10 万円　髙橋好廣様（鰍沢中）
　亡妻、千年様のご遺志により、町の振興のために

戸籍の窓
自 10 月 1日　至 10 月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 最　勝　寺 井上　真帆 （ま　ほ） 女 松　永
 長　　　沢 志村　直人 （なおと） 男 秀　人
 鰍　沢　北 志水　奏太 （そうた） 男 秀　成
 〃 石川　清香 （さやか） 女 直　純

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 𣇃　　　米 石部　大雅 舞 （ 米 山 ）
 小　　　林 細野　裕也 千　晶 （ 伊 東 ）
 大　　　椚 大久保篤志 来　夢 （ 森 田 ）
 青　柳　町 秋山　雅彦 み　き （ 保 坂 ）
 鰍　沢　南 保坂　圭亮 智妃呂 （ 堀 内 ）
 中　　　部 田村　　良 美　香 （ 松 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 天 神 中 条 長 　　光 75 勝　　仁
 長　　　沢 秋山きみ子 99 嘉　　門
 〃 小川　正人 61 光　　代
 〃 内池　ます 100 敦
 青　柳　町 川久保　睦 83 北原　修
 〃 米長十四江 91 島田洋一
 〃 中込　正彦 60 は る 美
 〃 深 　一人 85 惠 美 子
 〃 中込　　力 85 晴　　樹
 〃 原ニシエ 94 田口正直
 〃 穴山つ 子 99 有　　三
 鰍　沢　中 早川　今子 96 進
 〃 望月　　忠 82 か づ 恵
 〃 中 美代子 92 良　　文
 鰍　沢　南 石川ゆきゑ 72 洋　　司
 〃 芦 　秀文 68 和　　文
 五　開 望月  104 喆　　夫

ひとのうごき（11月 1日現在）

人　口 16,618 人 （  0）
　男 8,040 人 （  0）
　女 8,578 人 （  0）
世　帯 6,298 戸 （＋  9） ※ (　)内は対前月比

林業退職金共済制度からのお知らせ
　林業の仕事をしていたことがありませんか？
　林業退職金共済制度（林退共）に加入していたが、退職金
をまだ受け取っていない方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ加入し
ていたか分からない方についてもお調べいたします。
　また、罹災された共済契約者および被共済者のみなさまに
対し、各種手帳（共済手帳の紛失、退職金の請求など）の必
要が生じた場合ではできうる限りの範囲において速やかに対
応したいと考えておりますので、最寄の支部または本部へお
問い合わせ、ご相談ください。
●問い合わせ先
　独立行政法人勤労者退職金共済機構林業退職金共済事業本部
　☎ 03－6731－2887

冬の Eye愛ひとみ相談会
　お子さまの見え方について不安を感じている方、成人され
てから目に障がいを持ち悩んでいる方など、目のことでお悩
みの方はお気軽にご相談ください。
　※この相談会は本校への入学相談会ではありません。
◆日　　時 12 月 9日（日）午前 10時から午後 3時まで
◆会　　場 県立盲学校（甲府市飯田 2－10－2）
◆相談費用 無料
◆申し込み方法  12 月 6 日（木）までに電話で申し込みを

お願いします。（平日午前9時～午後5時）
◆問い合わせ先 県立盲学校　Eye愛ひとみ相談支援センター
  ☎ 055－226－3361
  FAX 055－226－3362
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　富士川町住みます芸人であるいしいそうたろうさんが、一日消防署長を委嘱され、秘書としてぴっかり高
木さんと町内で火災予防の広報活動を行いました。 （11月 9日　第 5保育所）

3 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

深澤　寿
す
々
ず

ちゃん
（ 2歳・小林）

父　芳和さん・母　美月さん

片山みなとちゃん
（ 3歳 3カ月・鰍沢中）
父　敬太さん・母　雅代さん

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

山本　結
ゆ
愛
あ

ちゃん
（ 1歳 11カ月・最勝寺）
父　祐己さん・母　ゆうこさん

望月　煌
きら
太
た

くん
（ 1歳 5カ月・大久保）
父　誠さん・母　あゆみさん
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